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１（地理分野中心） 

 

問１ ⑴ 日本のカロリーベースの食料自給率は、先進国の中では低い水準となっています。概ねよくでき

ていました。 

 

⑵ 都道府県別の食料自給率という指標はあまり見たことがなかったと思いますが、各地域の農産物

の特徴などの知識を応用して解く問題でした。カロリーベースの食料自給率はカロリー（熱量）が

高い米やいもなどを作っていると高くなり、生産額ベースの食料自給率は価格が高い果物や畜産物

などを作っていると高くなります。①はどちらも非常に低いことから農業があまり盛んではない神

奈川県、②は生産額ベース自給率が非常に高いことから畜産が盛んな宮崎県、③はカロリーベース

自給率が非常に高いことから稲作が盛んな秋田県と判断できます。 

 

問２ ⑴ 日本のエネルギー事情について問いました。［資料１］において、①は天然ガス、②は石炭、③は

石油を示しています。［資料２］において、Ｘは液化天然ガス、Ｙは石油、Ｚは石炭を示しています。

もう少し高い得点率を期待していました。ＢやＥと解答した受験生が多かったです。 

 

⑵ 日本の再生可能エネルギーの現状について問いました。Ａは青森・北海道で多いことから風力、

Ｂは火山が多い九州や東北に集中していることから地熱、Ｃは割合の差が小さいことからいろいろ

なところでおこなわれていると考えられる太陽光、Ｄは日本アルプスなど山脈が近くにある県が上

位であることから水力と判断できます。ほとんどの受験生が正解していました。 

 

問３ LRT とは Light Rail Transit の略で、近年は、道路交通を補完し、人と環境にやさしい公共交通とし

て再評価されています。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問４ ⑴ 高い正答率でした。ハイブリッドカーは、ガソリンによるエンジンと電気によるモーターで動く

自動車ですが、「水素だけを排出する」という部分は誤りです。 
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⑵ 環境問題に関する基本事項を問うた問題です。３つとも正しく答えられた場合のみ正解としまし

た。 

 

問５ 時事的な問題です。新聞やニュースを見て、常に社会に関心を持ち続けて欲しいです。 

 

問６ 時事的な問題です。新聞やニュースを見て、常に社会に関心を持ち続けて欲しいです。 

 

問７ 地産地消という具体的な取り組みが、SDGs とどのように関係しているかを考え、説明を求める問題で

した。地産地消とは、ある地域で生産された農林水産物を、その生産された地域内において消費する取

り組みのことです。地産地消の取り組み内容を踏まえたもので、SDGs の目標と結びついていれば正解と

しました。解答例としては、以下のようなものが挙げられます。 

・番号：11 農業振興により地域経済の活性化につながる。 

・番号：12 生産者の顔が見えやすいので、食品ロスを起こしにくくできる。 

・番号：13 農産物の輸送距離が短くなり、エネルギー消費量が減る。 

・番号：15 地域の農業を振興し、農地を保全することにより、生態系を守ることができる。 

 

 

２（歴史分野中心） 

 

問１ 2021 年に「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界文化遺産に登録されたことに関連して出題しました。

Ｃは、登録された遺跡のひとつである三内丸山遺跡について述べた文です。Ａは岩宿遺跡（旧石器時代）

について、Ｂは大森貝塚（縄文時代）について、Ｄは吉野ヶ里遺跡（弥生時代）について述べた文です。

高い正答率でした。 

 

問２ 資料を読み取り、知っている知識と結びつけて考える問題でした。［資料１］と［資料２］を比較する

と、［資料１］には身体的特徴が記されていることが分かります。本文の３段落目から、計帳が庸を課す

ための台帳として用いられていたことが読み取れます。身体的特徴を記す必要があったのは計帳である

と推測することができ、［資料１］が計帳であると考えられます。また、［資料１］には３名の男性と２

名の女性が、［資料２］には２名の男性と３名の女性が登録されています。ひとりあたりに支給される口

分田は、女性のほうが男性より少ないため、女性が多く登録されている［資料２］の戸のほうが［資料

１］の戸よりも支給される口分田の面積は少ないと考えられます。よって、②と④が正しいと判断でき

ます。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問３ 資料を読み取り、知っている知識と結びつけて考える問題でした。［資料１］の「即位した年」と「生

まれた年」の差から、それぞれの天皇が即位した年齢を計算すると、③以降の天皇が幼くして即位して

いることが分かります。また、［資料２］から、②と③は親子関係にあることが読み取れます。これらの

ことから、1086 年に②が、息子である③が幼いうちに天皇の位を譲ったと推測することができます。よ

って、②は院政を開始した白河天皇であると考えることができます。もう少し高い得点率を期待してい

ました。 

 

問４ 1185 年には、源頼朝が守護や地頭を任命する権利を朝廷より与えられました。このことを根拠に、1185

年に鎌倉幕府が成立したという考え方が存在します。「朝廷」という語句を用い、「源頼朝が守護や地頭

を任命する権利を朝廷より与えられた。」という内容が書けていれば正解です。 

 

問５ 江戸時代に行われた政策について問うた問題でした。新井白石は、18 世紀前半に幕府の政治に携わり



ました。Ａは田沼意次、Ｄは松平定信がおこなった政策です。また、Ｂの伊能忠敬が蝦夷地の測量をお

こなったのは 18 世紀末期です。 

 

問６ 幕末期の政策について問うた問題でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問７ 足利義教について知らなくても、室町時代前後のことを知っていると解けた問題でした。①について、

後醍醐天皇と対立したのは足利尊氏であり、また吉野へ逃れたのは後醍醐天皇です。②について、足利

義教は６代将軍であり、山城の国一揆より前の時期に将軍を務めています。山城の国一揆が応仁の乱後

の出来事であること、８代将軍の後継者争いが応仁の乱の発端となったことが分かっていれば、判断す

ることができます。よって、①・②はともに誤文です。 

 

問８ 明治初期の政策の実施された順番を問うた問題でした。単に順番を覚えるのではなく、それぞれの政

策の意味やつながりを考えて欲しいです。版籍奉還ののちに、新政府は廃藩置県を実施して国内の政治

統一を図りました。そののち、地租改正を実施して近代的な税制を整えました。 

 

問９ 基本的事項を問うた問題でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問 10 ほとんどの受験生が正解していました。 

 

 

３（公民分野中心） 

 

問１ 基本的事項を問うた問題でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問２ 憲法改正の手続きについて問うた問題でした。Ｂの憲法改正の国民投票では、投票総数の過半数の賛

成が必要です。Ｃの憲法改正の国民投票が成立するための条件として、投票率の規定は存在しません。

Ｄの憲法改正が承認された場合、天皇が国民の名で直ちに公布することと定められています。 

 

問３ 基本的事項を問うた問題でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問４ ここ数年話題になっているブラック・ライヴズ・マター(BLM)運動について問いました。新聞やニュー

スを見て、常に社会に関心を持ち続けて欲しいです。 

 

問５ 資料の読み取り問題では、示されている数字をきちんと確認することが重要です。概ねよくできてい

ました。 

 

問６ ⑴ 条文通りでの解答のみ正解とします。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

⑵ 日本国憲法で保障されている基本的人権について問う問題は頻出です。Ａは信教の自由、Ｄは職

業選択の自由を示しています。 

 

問７ 核軍縮についての国際条約の内容について、正確に理解しているかを問う問題でした。①は誤文です。

部分的核実験禁止条約（PTBT）では、地下を除く大気圏内・宇宙空間および水中における爆発をともな

う核実験を禁止しました。②・③はいずれも正文です。包括的核実験禁止条約（CTBT）では、爆発をと

もなう核実験を全面的に禁止しましたが、爆発をともなわない核実験（臨界前核実験）は禁止されてい



ないため、一部の核保有国は爆発をともなわない核実験を繰り返しおこなっています。 

 

問８ 基本的事項を問うた問題で、概ねよくできていました。天皇は国事行為として最高裁判所長官を任命

しますが、最高裁判所長官を指名するのは国会ではなく内閣です。 

 

問９ 会話の内容から、憲法を守る義務を負うのは政治の担い手（権力者）であることがわかります。憲法

は、こうした政治の担い手の権力を制限することで、人々の人権を保障するために定められています。

「権力」「基本的人権」という語句を用い、「政治の担い手が権力を濫用することを防ぎ、国民の基本的

人権を守るため」という内容が書けていれば正解です。誰の「権力」か、誰の「基本的人権」かが明ら

かになっていない場合は減点しました。 

 

 

以上 


